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企業物価指数における調査価格の変更実績（2003 年 7～9 月中） 

── 表中の前年件数については1995年基準卸売物価指数の前年同期＜2002 年7～9月＞の件

数。 

 

１．調査価格の変更件数 

── ( )内は前年、[ ]内は全体の調査価格数＜2003／9 月時点＞ 

主な類別 件 数 主な品目名 

国内企業物価 [5,507] 298(131) ──── 

 電 気 機 器 

 

 

 

一 般 機 器 

 

 

繊 維 製 品 

 

精 密 機 器 

 

化 学 製 品 

 

製 材 ・ 木 製 品 

そ の 他 工 業 製 品 

加 工 食 品 

 

103( 39) 

 

 

 

 36(  5) 

 

 

 26(  4) 

 

 24(  4) 

 

 23( 12) 

 

  20(  0) 

 17( 40) 

 15(  0) 

 

継電器、パーソナルコンピュータ、磁気ディスク装置、 

光ディスク装置・光磁気ディスク装置、携帯情報端末、 

携帯電話機・ＰＨＳ電話機、カラーテレビ、音響部品、 

デジタルカメラ、医療用計測器、電気温水洗浄便座 

ボイラ、汎用ガソリン機関、水中ポンプ、コンバイン、 

田植機、半導体製造装置、複写機、印刷･製版機械、 

製材･木工機械、娯楽機器、ダイヤモンド工具 

綿ニット生地、綿織物、ブラウス、セーター、コート、 

女子用スーツ･スカート類、子供服、合繊短繊維 

測量機器、カメラ、カメラ用交換レンズ、 

写真装置・同関連器具 

液体塩素、メチルエチルケトン、高脂血症用剤、 

血圧降下･血管拡張剤、ハンドソープ･ボディーソープ 

普通合板、特殊合板、床材 

配合飼料、ベッド、魔法瓶、電子応用がん具、筆記具 

マーガリン、漬物、かまぼこ、揚かまぼこ、つくだ煮、 

処理牛乳、コーヒー飲料、洋生菓子、中華まんじゅう 

輸 出 物 価       [1,152] 62( 32) ──── 

 電 気 機 器 

 

 

輸 送 用 機 器 

 

一 般 機 器 

 

金 属 ・ 同 製 品 

  27( 11) 

 

 

 11(  8) 

 

   8(  3) 

 

  6(  0) 

電子計算機本体、印刷装置、カラーテレビ、  

ビデオカメラ・デジタルカメラ、半導体・ＩＣ測定器、 

録画・再生装置、始動電動機、医療用計測器、乾電池 

小型乗用車、普通乗用車、バス、普通トラック、 

小型トラック 

水中ポンプ、自動車用内燃機関･同部品、建設機械、 

プラスチック加工機械、複写機 

冷延広幅帯鋼、溶融亜鉛めっき鋼板、ガス･石油機器 

輸 入 物 価       [1,620] 93( 26) ──── 

 機 械 器 具 

 

 

化 学 製 品 

木 材 ･ 同 製 品 

繊 維 品 

43( 11) 

 

 

  19(  2) 

  11(  1) 

  10(  1) 

航空機用原動機部品、電子計算機本体、印刷装置、 

電話機、オーディオ、ビデオカメラ･デジタルカメラ、 

組立品、普通乗用車、航空機部品、医療用機器 

カリ肥料、眼科用剤、診断用医薬品、高級アルコール 

えぞ松丸太、から松丸太、南洋材製材、合板、集成材 

パジャマ、セーター、コート、背広服･ズボン類 

合    計 [8,279] 453(189) ──── 

（注）調査価格の変更：調査対象商品の変更、取引条件の変更、調査先の変更、輸出先・輸入元の変更、

契約通貨の変更等。 

 



２．新旧商品の品質調整の方法

── 件、(　)内は前年

国内企業物価 輸 出 物 価 輸 入 物 価 合　　計

コ ス ト 評 価 法        

オーバーラップ法

ヘ ド ニ ッ ク 法        

直 接 比 較 法        

単 価 比 較 法        

比 較 困 難        

そ  の  他        

 72(  32)
  4(  15)
  3(   9)
 71(  33)
  2(   0)
145(  42)
  1(   0)

 17(   7)
  0(   2)
  1(   2)
  7(  11)
  0(   0)
 36(  10)
  1(   0)

 14(   6)
  2(   3)
  3(   1)
 24(   4)
  0(   0)
 48(  11)
  2(   1)

103(  45)
  6(  20)
  7(  12)
102(  48)
  2(   0)
229(  63)
  4(   1)

（注 1）各品質調整方法の内容とその具体例については、「卸売物価指数の解説」付録編の付８「品質調整

の具体例」をご覧下さい。

（注 2）その他は、契約通貨の変更等。

３．指数上の処理

── 件、(　)内は前年

国内企業物価 輸 出 物 価 輸 入 物 価 合　　計

値　上　げ

保　合　い

値　下　げ

 26(  10)
216(  77)
 56(  44)

  8(   3)
 45(  17)
  9(  12)

  3(   2)
 76(  19)
 14(   5)

 37(  15)
337( 113)
 79(  61)

（注）オーバーラップ法（新旧商品の価格差を両商品の品質差とみなして、実質保合いで指数を接続する

方法）を適用したケースについても、新しい調査価格が前月に比べ下落（上昇）している場合は、値

下げ（値上げ）処理として扱っている。

４．その他

【①価格調査段階の変更＜国内企業物価＞】

── (　)内は変更を行った調査価格数

類　別 品目名 変更内容 実施月

化 学 製 品

電 気 機 器

メチルエチルケトン　　　　（ 1）
音響部品　　　　　　　　　（ 1）

生産者→卸売

生産者→卸売

8 月

8 月

──　需給の動きや技術革新の影響を含めた価格動向を、より的確に指数に反映する目的
で実施。

【②平均価格の採用に関する変更】

── (　)内は変更を行った調査価格数

類　別 品目名 変更内容 実施月

国 内 企 業 物 価 ──── ─── ──

一 般 機 器

電 気 機 器

〃

〃

鉱 産 物

穀物処理機械　　　　　（ 1）
ＨＩＤランプ　　　　　（ 2）
白熱灯器具　　　　　　（ 1）
高圧放電灯器具　　　　（ 1）
天然ガス　　　　　　　（ 2）

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

標準価格→平均価格

8 月

7 月

7 月

7 月

8 月

（注）取引価格：実際の取引価格。

標準価格：標準的な建値、仕切価格、定価×掛目、料金表価格など、実際の取引において目安と

される標準的な価格。

平均価格：商品あるいは取引条件の異なる複数の実際の取引価格を、それぞれの取引数量で加重

平均した価格。
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